














LINE Use of Children of a Double-Income Family 
- Examples and Follow-up Interviews - 














4 年生），母親と次男（7 歳：小学 1 年生）のトーク履歴から，児童の言語生活とそれにと
もなう言語活動の一端を観察するものである。 












２.１『M-ZAK  LINEデータベース』の概要と本稿のデータ  
本稿で使用するデータは『M-ZAK  LINEデータベース』（以下，本 LINEデータベース）
は 2019年 1月時点，データ提供者と協力者は，延べ 198名，約 38,000行 ，7，10歳男児




                                                   
1 「LINE」は株式会社 LINEの商標，または登録商標です。 




総務省による『平成 29年度版 情報通信白書』によると，2016年時点で 13歳（中学生）
から 19 歳の 81.4％がスマートフォンを個人保有しており，79％が LINE を利用している
という。これは 40代の同調査項目の利用率よりも高い。 
本稿で扱うデータは，上述の総務省の調査対象外であった小学生によるものであるが，
2011 年から急激に普及し始めたスマートフォンと，それに伴って急増した LINE の利用率












 本稿では，2名児童が 2018年 9月 30日に LINEの利用を開始した時点から，母親との送


















２.３ データ提供者の属性  
【フェイスシート】(2019年 2月時点) 
Ａ．データ提供者自身 











管理 ID：Lm041 男児 10歳 小学 4年生（公立）・Rf008の長男 
          携帯電話（スマートフォン）の所有開始時期：2018年 9月 




管理 ID：Lm042 男児 7歳 小学 1年生（公立）・Rf008の次男 
携帯電話（スマートフォン）の所有開始時期：2018年 9月 












































３.１ 10歳児童（管理 ID：Lm041）と母親の送信時間 






















別曜日には B塾で 20:00まで過ごす。A塾へは小学校１年生の頃から通っている。 
塾以外の日は，スクールバスで下校し，児童の住む同マンション内の同階に住む祖母の
家にて，弟である 7歳児童（管理 ID：Lm042）と夕飯まで過ごすという。 













父親  9:00   20:00～ 24:00過ぎ 
母親 (Rf008)  9:30   20:00～ 21:00 
長男 (Lm041) 7:20 8:30 15:50 A塾～19:00 B塾～20:00 
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４．１．１長男の言語活動と内容（2018年 9月 30日～2019年 2月 2日） 
送信当時小学４年生であった長男の送信履歴は，グラフ１から，主に 16 時台と 18 時台
に集中している。 
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４．１．２長男の LINE例 ＜隣接ペアの作り方＞ 
以下に母親Rf008と Lm041とのトークルーム≪FM４１００１≫におけるやりとりの部










 会話のように繰り広げられる LINE の話者交替や呼応するその連鎖を，本稿では隣接ペ
画像 1 Lm041の画像例＜2018年 10月 11日＞ 
2018/10/11(木) ≪FM４１００１≫ 
266 Rf008 16:20  考えとく 
267 Rf008 16:21  猛烈いそがしい 
268 Rf008 16:21  今日も昼飯たべとらん・・ 
269 Lm041 16:28  ありがとう 




































10 月 4 日当日，トークルーム通番（102）に示した長男の体調不良の訴えが始まり，母
親はその理由を尋ねる。これは，公衆電話から連絡をしていた際も，たまにみられたとの





2018/10/04(木) ≪FM４１００１≫    
102 Lm041 16:02  気持ち悪いしあたまもいたい 
103 Rf008 16:02 1 どした 
104 Rf008 16:02 2 頑張れ！ 
105 Rf008 16:02 3 母さんは今から会社じゃ 
106 Rf008 16:03  なんかイヤなことあった？ 
107 Lm041 16:04  つらい 
108 Rf008 16:08 1 なにが？ 
109 Rf008 16:08 2 勉強？ 
110 Rf008 16:08  [スタンプ]＜甘えてもええんやで＞ 
111 Lm041 16:16  迎えにきて 
112 Rf008 16:16  夜？ 
113 Lm041 16:16  うん 
114 Rf008 16:16  なるべく行けるように努力する！ 
115 Rf008 16:16  お父さんとも相談するね 
116 Lm041 16:17  ヨロシクお願いします 
117 Rf008 16:17  [スタンプ] 



























































画像 2 Lm041の画像例＜2018年 10月 4日＞ 
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 以下に Lm042 とのトークルーム≪FM４０００１≫における食事に関するやりとりの部








































2018年 10月 7日（日）≪FM４０００１≫     
84 Rf008 11:39  サンドイッチ 
85 Lm042 11:42  [絵文字][文字スタンプＳ]やったー[文字スタンプＥ] 
86 Rf008 11:42  おばあちゃんの分も作るからね。 
87 Lm042 11:44  [スタンプ] 
88 Lm042 11:48  おなかすいた～ 
89 Lm042 11:49  [スタンプ] 














画像 4 Lm042の画像例＜2018年 10月 4日＞ 
2018年 10月 4日（日） ≪FM４０００１≫     
112 Rf008 13:39  ☎ 0:49 
113 Lm042 13:41  ☎不在着信 
114 Lm042 13:42  ☎ 0:56 
115 Rf008 13:45  ☎ 2:40 
116 Lm042 14:11  ☎不在着信 
117 Lm042 14:11  [音声入力] 
118 Lm042 14:12  [スタンプ] 
119 Lm042 14:12  [スタンプ] 
120 Lm042 14:12  [スタンプ] 
121 Lm042 14:12  [スタンプ] 
122 Lm042 14:12  [スタンプ] 
123 Lm042 14:12  [スタンプ] 
124 Lm042 14:12  [スタンプ] 
125 Lm042 14:13  [スタンプ] 
126 Lm042 14:42  ☎不在着信 























































2018年 11月 12日（月） ≪FM４０００１≫ 
130 Lm042 18:56  ☎ 0:43    
131 Lm042 18:57  [スタンプ] 
132 Lm042 18:57  [スタンプ] 
133 Lm042 18:59  [スタンプ] 
134 Rf008 18:59  もうすぐ行くよ 
135 Rf008 19:00  ご飯はもう用意してあるからね 
136 Rf008 19:00  <Lm041>にあたためてもらって 











































2018年 10月 16日（火） ≪FM４０００１≫     
 
104 Lm042 15:31  ☎ 0:18 
105 Rf008 15:32  もしもし、、 
106 Rf008 15:32  だけ！？ 
107 Rf008 15:32  なんか話そうよ 
108 Rf008 15:32  おばあちゃんちついたの？ 
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